
　※秋田市の犬の場合は秋田市保健所・市役所支所ほかで手続きを　※交付手数料は５５０円

←実物大
　　↓

§§秋田県獣医師会と各市町村が日程を定めて県内各地で実施している「集合注射」の会場
　  では、上記の注射済票交付がその場で行えるよう、担当者も出張し事務手続きがなされます。

  動物病院で 発行してもらった狂犬病予防注射 
  済証（紙の証明書）のあつかいについて 

  Ｑ 動物病院で狂犬病予防注射を受けた後、注射済証（証明書）を 

   発行してもらいました。病院の先生から「犬を飼っている場所の市 

   町村の窓口に提示して手続きが必要だと聞いたのですが、ど 
   んな手続きですか。                  

  Ａ 狂犬病予防法で定められている飼い主さんの義務の一つで、 

      手続きには、動物病院が発行する注射済証（証明書）と手数 

   料※を、市役所・町村役場※ に持参して注射済票（アルミ製 

   のプレート） の交付を受ける必要があります。 
     詳細は、お住まいの市役所・町村役場に連絡して確認を 
       お願いします。 

発行される狂犬病予防注

射済証（例） 

交付を受ける狂犬病予防

注射済票（例） 
注射済票の装着（例） 

Ｈ２２年度は黄色ですが、年度
毎に青色や赤色になります 

 動物病院で   市町村で   飼い主宅で 

迷子札と 
して活用も 

市町村で管理する犬登録
台帳に注射履歴が記録され
ます 

咬傷事故や狂犬病発生 
時など、万が一の時に 
第三者機関による飼い犬 
の状況確認に有効となり 

ます 




